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ああ
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
ととと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すすす
。。

今今
年年
もも
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。。   

【
朝
礼
台
】 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
、
新
潟
県
中
越
地

震
、
そ
し
て
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
と
日
本
列
島
の

み
な
ら
ず
国
外
で
も
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
の
世
相
を
象
徴
す
る
漢
字
に

「
災
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
「
災
」

の
年
で
し
た
。
今
年
は
平
和
で
穏
や
か
な
年
に

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

な

る
」
と
い

の
節
目
で

付
け
、
そ

、
よ
り
よ
く

の
は
、
人
間

り
、
そ
れ
が

、
高
度
な
文

原
動
力
に

未
来
へ
と

点
に
立
っ

い
て
思
い

す
。 

校
長
よ
り
） 

○
射
撃
部
・
秋
季
選
手
権
大
会
（
会
場
・
高
松
農
業
）
で
少

年
男
子
・
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
（
６０
発
）
の
部
で
上
羽
洋
一

君
（
農
業
土
木
科
２
年
）
第
１
位
、
中
島
一
樹
君
（
生
物

工
学
科
１
年
）
が
第
３
位
。
同
女
子
・
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

（
４０
発
）
で
も
藤
田
静
香
さ
ん
（
畜
産
科
学
科
２
年
）
が

第
１
位
、
浅
野
鈴
子
さ
ん
（
農
園
科
１
年
）
が
第
２
位
と

な
り
、
２
名
の
も
の
が
、
３
月
２４
・
２５
日
に
愛
知
県
で
開

か
れ
る
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

※
昨
年
の
第
５
９
回
国
民
体
育
大
会
で
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で

第
２
位
に
な
っ
た
高
林
努
君
（
前
出
）、
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃

競
技
で
第
３
位
に
な
っ
た
石
坂
真
一
君
（
生
物
工
学
科
３

年
）
が
（
財
）
岡
山
県
体
育
協
会
か
ら
共
に
優
秀
選
手
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

が
１２
月
２５
日
、
倉
敷
市
少
年
自
然
の
家
で
あ
り
ま
し
た
。

本
校
は
倉
敷
高
校
に
次
い
で
団
体
２
位
。
個
人
で
は
６０

キロ

級
で
大
道
翔
貴
君
（
農
業
土
木
科
２
年
）
が
第
３
位
、
８４

キロ

級
で
金
光
正
浩
君
（
園
芸
科
学
科
２
年
）
が
第
１
位
、
９６

キロ

級
で
安
原
涼
平
君
（
生
物
工
学
科
２
年
）
が
第
３
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。
総
勢
14
名
が
、
１
月
29
日
・
３０
日
に
開
催

さ
れ
る
中
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。 

【

 

【
放
課
後
】（
そ
の
１
） 

【
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
】
昨
年
来
の
報
道
の
中
で
、
気
に

な
っ
た
二
つ
の
数
字
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
、
記
録
的

猛
暑
と
な
っ
た
昨
年
の
年
間
平
均
気
温
が
全
国
百
五

地
点
す
べ
て
で
平
年
値
を
上
回
っ
た
と
い
う
こ
と
（
気

庁
）
。
ま
た
、
日
本
人
の
平
均
年
齢
が
今
年
四
十
三
・

歳
に
な
り
、
五
年
前
よ
り
ニ
歳
近
く
高
く
、
少
子
高
齢

は
さ
ら
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
（
国
立
社
会
保
障
・
人

問
題
研
究
所
が
推
計
）
。
世
界
が
大
変
な
時
に
こ
ん
な

と
を
話
題
に
す
る
の
は
狭
小
な
気
も
す
る
が
、
自
然
災

の
他
に
も
深
刻
な
問
題
が
ゆ
る
や
か
で
は
あ
る
が
迫

て
い
る
。
ち
な
み
に
本
校
職
員
の
平
均
年
齢
は
三
十
九

。
生
徒
の
平
均
年
齢
は
十
七
歳
。
こ
ち
ら
は
今
年
も
元

で
す
。
最
後
に
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
わ
ざ
を
ひ
と
つ
。「
こ

地
球
は
親
が
く
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
子
ど
も
達
に
借

た
も
の
で
あ
る
。
」
少
し
強
引
で
無
理
が
あ
る
よ
う
な

も
す
る
が
、
「
地
球
」
を
「
高
農
」
に
置
き
換
え
て
、

年
も
頑
張
ろ
う
と
思
う
。

【
季
節
風
】
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
回
、
町
の
人
の

生
の
声
を
載
せ
て
い
ま
す
。
高
農
生
の
ホ
ッ
ト
す
る
話
、

美
し
い
行
動
な
ど
何
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。【
投
稿

の
き
ま
り
】
本
校
住
所
（
岡
山
市
高
松
原
古
才
３
３

６
―
２
）
に
、
は
が
き
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
何
れ
の
方

法
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、「
か
わ
ら
版
係
」
と
告
げ
、

あ
る
い
は
明
記
し
、
御
一
報
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
氏

名
（
匿
名
可
）・
年
齢
・
性
別
等
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
※
投
書
を
要
約
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。 

あ
け
ま
し
て
お
め
で

う
ご
ざ
い
ま

。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

た
し
ま
す

い
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【
あ
ぜ
み
ち
】
今
、
農

場
の
温
室
は
別
世
界
で
す
。

写
真
は
デ
ン
ド
ロ
ビ
ュ
ウ

。
他
に
も
シ
ク
ラ
メ
ン
が

き
誇
り
、
一
足
早
く
春
が

た
よ
う
で
す
。
サ
イ
ネ
リ

な
ど
も
、
も
う
す
ぐ
花
を

け
ま
す
。
農
場
を
訪
れ
た

に
は
ぜ
ひ
温
室
を
の
ぞ

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

程
の
中
で
は
競
技
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
高
校

生
や
子
供
た
ち
、
町
の
人
た
ち
に
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た

り
、
歴
史
記
念
館
で
第
二
次
世
界
大
戦
の
惨
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
楽
し
く
か
つ
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。 

上
の
写
真
は
昨

年
１２
月
、２
０
０
４

年
ベ
ラ
ル
ー
シ
国

際
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
に
、
日

本

選

手

団

の

選

手
・
役
員
と
し
て
参

加
し
た
高
林
努
君

（
農
業
土
木
科
３

年
）
【
写
真
左
】
と

顧
問
の
森
浩
教
諭

【
写
真
右
】
で
す
。

撮
影
場
所
は
モ
ス

ク
ワ
赤
の
広
場
。
日

程

中
で
は
、
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昨まのじンま地力 高
○
平にのっ

【○
レ四
 歓

声
】 

年
１２
月
２３
日
に
倉
敷
市
芸
文
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

し
た
。
興
陽
高
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
後
、
本
校

総
勢
２８
人
が
登
場
。
本
校
吹
奏
楽
部
は
テ
レ
ビ
で
お
な

み
の
「
ウ
オ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ｢

シ

ク
ロ
・
Ｂ
Ｏ
Ｍ
―
Ｂ
Ａ
―
Ｙ
Ｅ｣

ほ
か
１１
曲
を
披
露
。

た
、
最
上
太
鼓
も
勇
壮
な
演
奏
で
響
演
。
な
お
、
高
松

区
の
多
く
の
商
店
や
企
業
の
方
に
広
告
料
と
し
て
御
協

い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

松
農
業
高
等
学
校
・
興
陽
高
等
学
校
第
５
回
演
奏
会

 

成
１２
月
１２
日
、
岡
山
市
障
害
者
福
祉
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

小
出
麻
衣
さ
ん(

農
業
経
済
科
２
年)

の
、
園
芸
セ
ラ
ピ
ー

実
体
験
を
も
と
に
応
募
し

「
自
閉
症
児
の
人
と
関
わ

て
」
と
い
う
作
品
が
入
選

ま
し
た
。 

たし

放
課
後
】（
そ
の
２
） 

ス
リ
ン
グ
部
・
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
主
催
の
中
国 

国
ブ
ロ
ッ
ク
強
化
合
宿
の
高
校
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

【
職岡平
度ーしク

【
農部総をまなく簡芽業け
な十象一化口こ害っ歳気のり気今
昨年の１２月１６日の第４回アイラブ交流会
で生徒たちが作ったクリスマスツリー。園児
たちとお年よりと本校生徒が折り紙とテープ
で作りました。真っ暗なステージに浮かび上
がったこの光景に思わず歓声が上がりまし
た。 
じょううし本 

 

「
年
が
変
わ
る
」
「
正
月
を
迎
え

う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
人
生
の
一
つ

も
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
に
節
目
を

の
節
目
節
目
に
自
分
を
振
り
返
り

自
分
を
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る

だ
け
が
な
し
得
る
精
神
作
用
で
あ

困
難
な
出
来
事
を
乗
り
越
え
た
り

化
や
科
学
を
生
み
出
し
た
り
す
る

な
り
ま
す
。
時
は
絶
え
ず
過
去
か
ら

流
れ
て
ま
す
が
、
現
在
と
い
う
時

て
、
過
去
を
振
り
返
り
、
将
来
に
つ

を
巡
ら
せ
て
み
る
こ
と
も
大
切
で（

ほ

員
室
】
本
校
の
工
藤
祐

山
市
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受

成
１６
年
１２
月
２３
日
東
京
で

全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

ス
タ
イ
ル
７４
キ
ロ
級
で
堂

た
。
ち
な
み
に
工
藤
教
諭
の

ス
１
４
０
ｋ
ｇ
で
す
。 

場
】
＆
【
陽
光
】
新

の
ス
タ
ッ
フ
（
坂
本
・
永
田

社
市
の
桃
栽
培
農
家
の
秋
山

訪
問
し
、
桃
の
「
超
弱
せ
ん

し
た
。
こ
の
栽
培
技
術
は
、

り
、
で
き
る
だ
け
そ
の
樹
の

ら
せ
る
」
と
い
う
視
点
に
立

素
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。
短

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
摘
ら

に
な
り
ま
す
が
、
高
品
質
・

る
と
い
う
こ
と
で
、
本
校
で

 

ム咲来アつ時い
 士
教
諭
が
平
成
十
六
年
度

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

開
か
れ
た
平
成
十
六
年

大
会
（
天
皇
杯
）
フ
リ

々
の
第
３
位
と
な
り
ま

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
・
マ
ッ

技
術
紹
介
・
本
校
果
樹

・
池
畑
の
３
先
生
）
が

陽
太
郎
さ
ん
の
果
樹
園

定
栽
培
」
の
研
修
を
し

従
来
の
せ
ん
定
と
は
異

力
を
生
か
し
、「
樹
に
つ

ち
、
栽
培
技
術
体
系
の

果
枝
が
多
く
、
多
数
の

い
が
重
要
な
技
術
・
作

多
収
穫
を
安
定
的
に
続

も
、
挑
戦
し
ま
す
。 


